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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月5日(2013.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸音層と、
　前記吸音層の上に形成される電極部と、
　前記電極部に接合される圧電体と、
　前記吸音層の外部で前記電極部に接合される単方向伝導部と、
　前記吸音層の外部で前記単方向伝導部に接合されるプリント基板と、
を備えることを特徴とする超音波診断装置用プローブ。
【請求項２】
　前記圧電体は、並んで配列された複数の圧電物質を含み、
　前記単方向伝導部は、前記複数の圧電物質に接合される請求項１に記載の超音波診断装
置用プローブ。
【請求項３】
　前記単方向伝導部は、異方性伝導物質を含むことを特徴とする請求項１または２に記載
の超音波診断装置用プローブ。
【請求項４】
　前記超音波診断装置用プローブは、第１の電極及び第２の電極をさらに備え、
　前記第１の電極及び前記第２の電極は、前記圧電体上に形成されていることを特徴とす
る請求項１ないし３のいずれかに記載の超音波診断装置用プローブ。
【請求項５】
　前記第１の電極及び前記第２の電極はそれぞれ、相互に対称形状になるように形成され
ることを特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置用プローブ。
【請求項６】
　前記第１の電極及び前記第２の電極は、前記圧電体を包むようなＪ形状になるように形
成されることを特徴とする請求項４または５に記載の超音波診断装置用プローブ。
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【請求項７】
　前記電極部は、前記第１の電極及び前記第２の電極に接合するように、前記第１の電極
及び前記第２の電極に対応する形状を有することを特徴とする請求項４ないし６のいずれ
かに記載の超音波診断装置用プローブ。
【請求項８】
　前記圧電体は、アレイ形状に配列されることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか
に記載の超音波診断装置用プローブ。
【請求項９】
　吸音層と、電極部と、第１の電極及び第２の電極を有する圧電体とを備える超音波診断
装置用プローブの製造方法であって、
　前記吸音層の上に前記電極部を形成する過程と、
　前記電極部に前記圧電体を接合する過程と、
　前記吸音層の外部で前記電極部に単方向伝導部を接合する段階と、
　前記吸音層の外部で前記単方向伝導部にプリント基板を接合する段階と、を含むことを
特徴とする超音波診断装置用プローブの製造方法。
【請求項１０】
　前記電極部をパターニングする過程を更に含むことを特徴とする請求項９に記載の超音
波診断装置用プローブの製造方法。
【請求項１１】
　前記電極部をパターニングする過程は、前記電極部が複数の電極部に分離されるように
パターニングすることを特徴とする請求項１０に記載の超音波診断装置用プローブの製造
方法。
【請求項１２】
　前記電極部は、並んで配列された複数の電極部を含むことを特徴とする請求項９ないし
１１のいずれかに記載の超音波診断装置用プローブの製造方法。
【請求項１３】
　前記第１の電極及び前記第２の電極は、前記圧電体上で相互対称形状に形成されること
を特徴とする請求項９ないし１２のいずれかに記載の超音波診断装置用プローブの製造方
法。
【請求項１４】
　前記第１の電極及び前記第２の電極は、前記圧電体を包むようなＪ形状に形成されるこ
とを特徴とする請求項９ないし１３のいずれかに記載の超音波診断装置用プローブの製造
方法。
【請求項１５】
　前記吸音層に電極部を形成する過程は、前記吸音層上に前記吸音層と前記電極部との接
着力を向上させる補強物質部を形成した後、前記電極部を前記補強物質部に形成する過程
を含むことを特徴とする請求項９ないし１４のいずれかに記載の超音波診断装置用プロー
ブの製造方法。
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